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平
安
朝
の
前
半
期
に
は
專
ら
漢
文
學
が
行
は
れ
、
後
半
期
に
は
國
文
學
が
興
つ
た
が
、
此
の
國
文
學
が
興
つ

た
の
は
漢
文
學
の
刺
激
に
依
る
の
で
あ
る
。
大
體
日
本
の
文
化
は
支
那
文
化
の
刺
激
に
よ
つ
て
發
達
し
た
の
で

あ
る
が
、
然
し
文
化
を
生
育
す
べ
き
素
質
は
初
め
か
ら
日
本
に
あ
つ
た
の
で
、
此
の
點
は
他
の
支
那
に
近
い
邦

々
と
異
つ
て
居
る
。
即
ち
朝
鮮
に
は
我
が
假
名
の
如
き
諺
文
が
あ
る
が
、
少
數
の
歌
謠
の
外
、
諺
文
文
學
と
い

ふ
も
の
が
遂
に
發
達
し
な
か
つ
た
。
こ
れ
を
公
に
用
ふ
る
事
に
な
つ
た
の
は
日
清
戰
爭
後
の
事
で
あ
つ
て
、
か
ゝ

る
事
は
古
來
數
千
年
間
無
い
所
で
あ
つ
た
。
其
の
他
の
國
は
申
す
に
及
ば
な
い
。
只
日
本
の
み
は
日
本
文
學
を

有
し
て
居
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
支
那
よ
り
は
後
に
發
達
し
た
國
で
あ
る
か
ら
し
て
、
支
那
の
刺
激
を
受
け
た

の
は
亦
已
む
を
得
ぬ
次
第
で
あ
る
。

　
支
那
の
文
化
が
日
本
の
文
化
に
影
響
し
た
事
を
知
ら
う
と
思
へ
ば
、
先
づ
制
度
の
方
か
ら
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

が
、
平
安
朝
に
は
專
ら
唐
の
制
度
が
日
本
に
行
は
れ
、
大
學
の
制
度
も
や
は
り
唐
の
摸
倣
で
あ
つ
た
。
唐
で
は

國
子
監
で
大
學
の
事
を
司
つ
た
が
、
日
本
で
は
大
學
寮
で
之
れ
を
司
つ
た
。
此
の
大
學
と
い
ふ
名
は
漢
の
制
度

の
名
を
取
つ
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
制
度
の
内
容
は
全
く
唐
の
制
度
に
依
つ
た
の
で
あ
る
。
唐
の
國
子
監
は
國

子
學
と
太
學
と
四
門
學
と
に
分
れ
、
各
博
士
あ
り
助
教
が
あ
つ
て
、
廣
く
貴
族
よ
り
平
民
に
至
る
ま
で
の
子
弟

を
收
容
し
た
。
即
ち
國
子
學
は
三
品
以
上
の
貴
族
の
子
弟
、
太
學
は
五
品
以
上
の
貴
族
の
子
弟
、
四
門
學
は
七

品
以
上
の
貴
族
及
び
庶
人
の
子
弟
を
入
れ
た
。
此
の
庶
人
の
子
弟
で
あ
つ
て
四
門
に
入
る
者
は
、
俊
士
生
と
云

ひ
、
全
く
の
平
民
で
あ
つ
た
が
、
日
本
で
は
學
令
に
よ
る
と
平
民
を
入
れ
る
事
は
な
か
つ
た
。
之
れ
は
平
民
が
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未
だ
大
學
に
入
る
程
に
は
發
達
し
て
居
ら
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
又
日
本
の
大
學
の
教
科
目
は
如
何
と
云
ふ

に
、
明
經
道
、
紀
傳
道
、
明
法
道
、
算
道
、
書
道
、
音
道
等
で
あ
つ
て
明
經
道
で
は
九
經
（
三
經
、
三
傳
、
三

禮
即
ち
詩
經
、
書
經
、
易
經
、
公
羊
傳
、
穀
梁
傳
、
左
氏
傳
、
周
禮
、
儀
禮
、
禮
記
）
を
研
究
し
、
紀
傳
道
で

は
史
記
、
漢
書
、
後
漢
書
を
研
究
し
、
こ
の
方
は
史
學
で
あ
る
と
共
に
文
學
で
あ
つ
た
。
明
法
道
と
は
法
律
學

で
音
道
と
は
字
音
學
で
あ
る
が
、
此
の
音
道
は
支
那
へ
遣
唐
使
留
學
生
を
派
遣
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
つ
た
の

で
あ
る
。

　
當
時
日
本
固
有
の
文
化
と
云
ふ
も
の
は
未
だ
さ
う
進
歩
し
て
居
ら
な
か
つ
た
か
ら
し
て
、
從
て
日
本
固
有
の

學
問
と
云
ふ
も
の
も
無
く
、
大
學
の
學
生
は
初
め
か
ら
支
那
の
學
問
を
し
た
の
で
あ
つ
て
、
今
日
の
支
那
人
で

も
感
心
す
る
樣
な
立
派
な
漢
文
を
既
に
そ
の
頃
の
日
本
人
が
書
い
て
居
る
が
、
今
日
我
々
に
此
れ
程
の
漢
文
を

書
け
と
云
は
れ
て
も
書
け
な
い
。
そ
れ
は
生
れ
る
か
ら
直
ぐ
支
那
の
學
問
を
す
る
と
云
ふ
樣
な
境
遇
に
居
ら
な

い
か
ら
で
あ
つ
て
、
恐
ら
く
西
洋
の
文
學
を
や
る
人
で
も
、
此
點
は
同
じ
で
、
王
朝
の
漢
文
と
同
程
度
の
英
文

な
り
、
獨
文
な
り
を
書
く
こ
と
は
困
難
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

　
此
の
時
代
の
特
色
は
純
日
本
種
の
學
者
が
出
て
、
學
問
の
家
業
が
出
來
た
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
奈
良
朝
の
學

問
は
歸
化
人
の
學
問
で
あ
つ
て
、
懷
風
藻
の
作
者
の
中
で
も
其
の
四
分
の
一
以
上
は
歸
化
人
若
く
は
其
の
子
孫

で
あ
つ
た
が
、
平
安
朝
の
學
者
の
大
部
分
は
日
本
人
で
あ
つ
て
、
歸
化
人
で
は
無
い
。
さ
う
し
て
支
那
に
於
て

は
六
朝
よ
り
唐
に
か
け
て
學
問
は
貴
族
の
學
問
で
あ
つ
た
が
、
支
那
の
氏
族
制
度
と
云
ふ
も
の
は
遠
く
既
に
三

代
以
後
其
の
跡
を
絶
つ
て
仕
舞
つ
た
か
ら
、
六
朝
よ
り
唐
へ
か
け
て
の
貴
族
は
、
三
代
の
如
く
官
氏
と
し
て
の
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家
業
を
有
す
る
も
の
で
は
無
く
、
只
地
方
の
豪
族
た
る
に
止
つ
た
。
そ
れ
故
唐
の
大
學
は
隨
分
學
者
文
人
を
出

す
に
は
出
し
た
け
れ
ど
も
、
學
問
が
家
業
と
な
つ
て
仕
舞
ふ
と
云
ふ
樣
な
事
は
少
な
か
つ
た
。
只
歴
史
の
學
問

に
於
て
は
親
子
相
續
す
る
方
が
便
利
で
あ
つ
た
か
ら
し
て
、
六
朝
か
ら
唐
初
に
は
歴
史
を
家
業
と
す
る
家
が
有

つ
た
が
、
之
れ
は
例
外
で
あ
つ
て
普
通
學
問
を
家
業
と
す
る
も
の
は
無
か
つ
た
。
所
が
日
本
で
は
其
の
頃
は
丁

度
氏
族
制
度
の
尚
遺
つ
て
居
る
時
代
で
あ
つ
た
か
ら
し
て
、
終
に
學
問
の
家
業
が
生
ず
る
事
に
な
つ
た
。
主
に

平
安
朝
の
中
期
よ
り
末
期
に
か
け
て
家
業
を
生
じ
た
が
、
中
で
も
菅
原
大
江
の
二
家
が
紀
傳
道
を
家
業
と
す
る

こ
と
に
な
り
、
清
原
中
原
の
二
家
が
明
經
道
を
家
業
と
す
る
樣
に
な
つ
た
の
で
、
又
中
原
氏
に
は
明
法
道
の
家

も
あ
り
、
そ
れ
が
今
日
の
五
條
、
坊
城
、
清
岡
諸
家
の
紀
傳
道
、
舟
橋
、
伏
原
二
家
の
明
經
家
な
ど
を
生
じ
た

の
で
あ
る
。

　
當
時
學
問
の
造
詣
は
如
何
と
云
ふ
に
、
都
良
香
が
貞
觀
十
八
年
に
大
極
殿
が
燒
け
た
時
に
廢
朝
の
事
を
議
し

た
文
や
、
又
元
慶
元
年
に
夜
の
日
食
に
就
て
の
建
議
な
ど
は
、
い
か
に
も
其
の
該
博
を
見
し
て
居
る
。
一
體
春

秋
三
傳
の
内
で
は
後
世
に
は
左
傳
の
み
が
主
に
讀
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
當
時
の
學
者
は
公
羊
傳
、
穀
梁
傳

な
ど
に
も
精
通
し
て
、
特
別
に
公
羊
の
學
者
と
い
は
れ
る
人
な
ど
が
あ
つ
た
。
良
香
の
夜
の
日
食
の
議
な
ど
は
、

其
の
穀
梁
傳
に
精
し
か
つ
た
こ
と
を
示
す
者
で
あ
る
。
元
來
日
中
に
蝕
が
あ
る
場
合
に
は
天
子
は
之
れ
を
忌
ん

で
政
事
を
執
る
事
を
止
め
ら
れ
る
の
で
其
れ
は
誰
で
も
知
つ
て
居
る
事
で
あ
つ
た
が
、
夜
中
の
蝕
の
場
合
に
は
、

如
何
の
處
置
を
取
る
可
き
か
に
就
て
は
前
例
が
無
か
つ
た
。
そ
れ
で
此
れ
を
臣
下
に
諮
ら
れ
た
所
が
直
ち
に
此

れ
に
就
て
良
香
が
議
を
奉
つ
た
の
で
あ
る
。
春
秋
の
莊
公
十
八
年
三
月
に
夜
の
日
食
が
あ
つ
た
が
、
三
傳
の
内
、
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左
傳
も
公
羊
傳
も
夜
の
日
食
だ
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
な
か
つ
た
。
之
を
夜
の
日
食
と
解
し
た
の
は
穀
梁
傳
の
み

で
あ
る
が
、
良
香
は
之
れ
を
證
據
に
し
て
建
議
し
た
の
で
あ
る
。
之
れ
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
し
か
し
之
を

以
て
見
て
も
、
當
時
の
學
者
の
學
問
の
造
詣
は
中
々
深
か
つ
た
も
の
と
思
は
れ
る
。

　
詩
文
も
延
喜
頃
ま
で
の
も
の
は
中
々
立
派
で
あ
る
が
、
大
體
朝
廷
の
儀
式
に
關
す
る
實
用
的
の
も
の
が
發
達

し
、
純
文
學
の
方
は
支
那
の
も
の
に
較
べ
て
見
劣
り
が
す
る
。
さ
り
と
て
之
れ
は
日
本
人
の
才
の
劣
つ
て
居
る

爲
で
は
無
く
、
一
に
境
遇
に
依
る
事
で
あ
る
。
其
の
證
據
に
は
阿
倍
仲
麿
な
ど
は
支
那
詩
文
の
全
盛
時
代
即
ち

盛
唐
の
時
代
に
、
李
白
、
王
維
等
と
同
等
の
交
際
を
し
て
居
る
し
、
又
其
の
詩
も
僅
か
に
一
首
遺
つ
て
居
る
の

み
で
あ
る
が
、
支
那
人
の
も
の
と
肩
を
比
べ
る
事
が
出
來
る
。
此
れ
は
彼
が
早
く
よ
り
支
那
に
行
つ
て
居
つ
た

か
ら
で
あ
る
が
、
長
く
支
那
に
居
ら
な
く
て
も
入
唐
し
た
も
の
ゝ
詩
文
は
ど
う
し
て
も
入
唐
し
な
い
も
の
ゝ
詩

文
よ
り
は
よ
ろ
し
い
や
う
に
見
え
る
。
例
へ
ば
菅
原
の
家
に
し
て
も
菅
公
の
祖
父
清
公
は
入
唐
し
た
か
ら
し
て

菅
公
の
も
の
に
較
べ
る
と
よ
ろ
し
い
。
序
な
が
ら
菅
原
家
は
編
史
事
業
に
關
係
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
の
續
紀

等
の
序
文
は
之
れ
を
唐
文
粹
、
文
苑
英
華
等
の
中
へ
そ
つ
と
入
れ
て
置
け
ば
、
支
那
人
が
見
て
も
日
本
人
の
作

と
云
ふ
事
が
分
ら
ぬ
程
巧
い
も
の
で
あ
る
。

　
平
安
朝
時
代
の
詩
文
の
集
は
凌
雲
集
、
經
國
集
、
文
華
秀
麗
集
、
本
朝
無
題
詩
、
本
朝
文
粹
、
朝
野
群
載
等

で
あ
る
が
、
此
の
頃
唐
で
は
詩
風
の
變
遷
が
あ
つ
た
の
を
日
本
人
は
如
何
に
受
け
入
れ
た
か
と
云
ふ
事
を
述
べ

て
見
よ
う
。
白
氏
文
集
は
嵯
峨
天
皇
の
時
か
ら
行
は
れ
た
と
云
ふ
話
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
極
め
て
稀
で
あ
つ
た

で
あ
ら
う
。
白
樂
天
は
同
時
代
の
元
微
之
と
共
に
一
種
の
體
を
成
し
、
之
を
元
白
體
と
か
、
或
は
其
時
代
に
よ
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り
長
慶
體
と
か
い
つ
て
、
そ
の
詩
は
頗
る
解
し
易
い
の
で
、
日
本
で
も
後
に
は
大
い
に
喜
ば
れ
た
の
で
あ
る
が
、

未
だ
嵯
峨
天
皇
の
御
製
等
の
中
に
は
其
の
詩
風
を
受
け
た
も
の
は
無
い
。
大
體
唐
詩
の
時
代
を
初
唐
、
盛
唐
、

中
唐
、
晩
唐
と
四
つ
に
分
つ
中
、
嵯
峨
天
皇
の
御
製
な
ど
は
專
ら
盛
唐
風
の
詩
を
作
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
白
樂

天
、
元
微
之
の
存
在
は
其
の
頃
よ
り
知
ら
れ
て
は
居
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
丁
度
其
の
頃
入
唐
し
た
弘
法
大
師
も

元
白
の
事
に
就
て
は
何
も
云
つ
て
居
な
い
。
そ
れ
は
大
師
の
入
唐
は
徳
宗
の
貞
元
の
末
頃
か
ら
、
憲
宗
の
元
和

の
初
ま
で
ゞ
あ
つ
て
當
時
元
白
體
は
未
だ
さ
う
盛
ん
で
は
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
穆
宗
の
長
慶
年
間
に
元
白

の
詩
文
集
が
出
て
か
ら
初
め
て
有
名
に
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
此
れ
は
大
師
が
日
本
へ
歸
つ
た
後
で
あ
つ
て
、

時
は
恰
も
弘
仁
の
末
頃
で
あ
る
か
ら
、
嵯
峨
天
皇
の
時
に
は
元
白
集
は
珍
ら
し
く
、
天
皇
が
御
覽
に
な
つ
た
位

の
こ
と
で
、
一
般
に
は
未
だ
行
は
れ
な
か
つ
た
と
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
。
此
の
元
白
體
が
有
名
に
な
つ
た
頃
か
ら
、

支
那
在
來
の
詩
風
は
一
變
し
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
未
だ
其
の
影
響
を
受
け
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
影
響

を
受
け
た
の
は
菅
公
の
頃
で
あ
つ
て
、
菅
公
は
元
白
體
の
詩
を
作
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
菅
公
の
頃
に
支
那

で
は
又
も
や
晩
唐
の
温
李
體
な
る
詩
風
が
行
は
れ
、
温
庭
筠
（
飛
卿
）
李
商
隱
（
義
山
）
等
が
有
名
で
あ
つ
た

が
、
菅
公
は
温
庭
筠
の
集
を
已
に
讀
で
之
を
愛
せ
ら
れ
た
と
の
事
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
菅
公
の
詩
に
は
温
李
體

の
も
の
は
あ
ま
り
な
い
。
温
李
體
の
詩
は
菅
公
の
孫
文
時
な
ど
が
此
れ
を
作
つ
た
の
で
あ
る
。
當
時
は
遣
唐
使

等
が
支
那
へ
渡
り
、
彼
我
の
交
通
は
有
つ
た
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
日
本
の
流
行
は
ど
う
し
て
も
支
那
の
流

行
よ
り
は
五
六
十
年
後
れ
た
の
で
あ
つ
て
、
斯
か
る
事
は
支
那
日
本
の
文
化
の
關
係
上
面
白
い
事
で
あ
る
。

　
次
に
は
平
安
朝
時
代
に
出
來
た
書
物
の
事
に
就
て
少
し
述
べ
よ
う
。
勿
論
そ
れ
は
澤
山
あ
る
が
、
今
述
べ
る
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の
は
現
存
し
て
支
那
の
學
者
に
珍
重
さ
れ
る
二
三
の
も
の
を
撰
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
其
の
一
は
弘
法
大
師
が

詩
文
の
作
法
を
書
い
た
書
物
に
文
鏡
祕
府
論
と
云
ふ
の
が
あ
る
。
此
れ
は
今
日
で
は
實
に
世
界
的
の
著
作
と
な

つ
た
の
で
あ
る
。
其
の
譯
は
唐
の
時
に
は
詩
の
作
法
や
か
ま
し
く
、
其
れ
に
關
す
る
著
書
も
多
か
つ
た
が
、
其

れ
は
主
と
し
て
試
驗
に
應
ず
る
爲
で
あ
つ
た
か
ら
し
て
、
詩
賦
に
依
て
試
驗
す
る
制
が
廢
せ
ら
れ
た
後
に
は
其

の
作
法
も
自
然
廢
れ
る
樣
に
な
り
、
書
物
も
段
々
殘
ら
な
く
な
つ
た
の
で
あ
る
が
、
幸
ひ
日
本
に
は
大
師
が
此

書
を
書
い
て
置
い
た
の
で
、
唐
の
時
代
の
詩
文
の
作
法
に
關
す
る
支
那
に
も
な
く
な
つ
た
著
述
が
殘
つ
て
居
る

の
で
あ
る
。
又
文
鏡
祕
府
論
の
中
に
唐
の
河
嶽
英
靈
集
の
事
が
見
え
て
居
る
が
、
此
の
詩
集
な
ど
が
日
本
の
平

安
朝
の
詩
集
な
ど
の
手
本
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
平
安
朝
の
後
半
期
に
な
つ
て
、
本
朝
文
粹
と
い
ふ
文
集
が
出

來
た
、
こ
れ
は
多
分
支
那
の
唐
文
粹
の
眞
似
で
あ
る
。
唐
文
粹
は
宋
の
眞
宗
の
大
中
祥
符
四
年
に
成
つ
た
が
、

こ
れ
は
日
本
の
一
條
天
皇
の
時
で
あ
つ
て
、
本
朝
文
粹
の
編
者
た
る
藤
原
明
衡
は
之
よ
り
四
五
十
年
お
く
れ
て

居
る
か
ら
、
唐
文
粹
を
ま
ね
て
作
つ
た
と
い
つ
て
も
至
當
で
あ
ら
う
。
又
續
本
朝
文
粹
は
平
安
朝
後
期
の
代
表

作
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
其
の
他
各
家
の
家
集
な
ど
も
唐
の
家
集
を
學
ん
だ
の
が
多
い
。

　
唐
招
提
寺
の
開
山
、
鑑
眞
和
尚
は
唐
の
名
僧
で
あ
つ
た
が
、
日
本
へ
來
て
戒
律
を
傳
へ
た
。
途
中
海
南
島
へ

漂
流
し
た
り
色
々
と
難
儀
の
揚
句
、
日
本
へ
來
た
が
、
其
の
傳
記
を
淡
海
三
船
が
作
つ
た
。
三
船
は
少
い
時
出

家
し
て
元
開
と
い
つ
た
が
後
還
俗
し
た
。
此
人
は
弘
文
帝
の
孫
に
當
る
人
で
、
神
武
以
後
歴
代
の
諡
號
を
撰
し

た
有
名
の
人
で
あ
る
。
此
の
傳
記
は
寶
龜
年
間
に
出
來
上
つ
た
か
ら
、
奈
良
朝
か
ら
平
安
朝
へ
の
過
渡
期
の
著

述
の
代
表
で
あ
る
。
よ
く
書
い
て
あ
る
割
に
人
に
あ
ま
り
注
意
せ
ら
れ
な
い
本
で
あ
る
か
ら
、
一
寸
紹
介
し
て
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置
く
。

　
當
時
日
本
人
の
著
で
支
那
人
に
誇
り
得
る
も
の
が
あ
る
。
其
れ
は
祕
府
略
で
あ
る
。
祕
府
略
は
滋
野
貞
主
の

編
纂
で
あ
つ
て
一
千
卷
あ
つ
た
が
今
日
僅
か
に
二
卷
を
殘
す
ば
か
り
で
あ
る
。
其
れ
は
當
時
の
寫
本
で
あ
つ
て

前
田
家
に
一
卷
、
徳
富
蘇
峰
家
に
一
卷
あ
る
が
、
共
に
壬
生
官
務
の
藏
本
で
あ
つ
た
も
の
で
あ
る
。
一
體
、
類

書
と
云
ふ
も
の
は
詔
勅
誥
令
其
他
の
詩
文
を
作
る
た
め
に
、
六
朝
、
隋
書
で
盛
ん
に
利
用
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
之
れ
は
日
本
に
於
て
も
同
じ
で
あ
つ
た
。
唐
代
に
は
梁
代
に
出
來
た
華
林
遍
略
（
六
百
二
十
卷
）
北
齊

に
出
來
た
修
文
殿
御
覽
（
三
百
六
十
卷
）
及
び
唐
に
な
つ
て
か
ら
出
來
た
藝
文
類
聚
、
初
學
記
、
北
堂
書
鈔
、

白
氏
六
帖
等
の
書
が
あ
り
、
日
本
の
學
者
も
此
等
を
引
用
し
た
が
、
祕
府
略
は
か
ゝ
る
も
の
を
集
め
て
作
つ
た

も
の
で
あ
る
。
其
の
後
、
宋
の
太
宗
の
時
、
大
平
御
覽
（
一
千
卷
）
が
出
來
て
大
い
に
珍
重
せ
ら
れ
た
が
、
此

れ
は
矢
張
り
唐
代
の
類
書
を
集
め
て
作
つ
た
も
の
で
、
其
の
卷
數
も
體
裁
も
祕
府
略
と
全
く
同
樣
で
あ
つ
て
、

實
は
此
の
樣
な
も
の
な
ら
ば
百
五
十
年
も
以
前
に
日
本
人
が
作
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
今
祕
府
略
の
中
で
は
百

穀
、
錦
繍
の
部
が
殘
つ
て
居
る
が
、
大
平
御
覽
と
比
較
し
て
祕
府
略
の
方
が
詳
し
い
　
　
同
じ
卷
數
で
以
て
而

も
詳
し
い
處
を
見
て
も
、
當
時
編
纂
の
大
仕
掛
で
あ
つ
た
こ
と
が
分
る
の
で
、
吾
々
日
本
人
は
甚
だ
愉
快
に
感

ず
る
の
で
あ
る
。

　
又
文
選
集
註
と
云
ふ
書
物
が
有
る
。
文
選
は
平
安
朝
に
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
註
を
集
め
た
も
の

が
集
註
で
あ
つ
て
、
集
註
は
初
め
百
二
十
卷
と
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。
一
般
に
は
流
布
せ
ず
、
永
く
武
州
金
澤

の
稱
名
寺
に
あ
つ
た
。
文
選
に
は
唐
に
至
る
ま
で
に
既
に
多
く
の
註
釋
が
出
來
て
居
た
が
、
後
多
く
は
無
く
な
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つ
て
、
李
善
註
、
五
臣
註
だ
け
が
殘
つ
た
。
所
が
集
註
に
は
今
殘
ら
な
い
所
の
此
れ
等
多
く
の
註
釋
を
引
用
し

て
居
る
の
で
あ
る
。
文
選
集
註
は
天
歴
頃
の
も
の
で
あ
る
が
、
支
那
の
著
述
目
録
は
勿
論
、
當
時
日
本
に
あ
る

支
那
書
籍
の
總
目
録
た
る
日
本
國
現
在
書
目
に
も
、
其
の
名
は
見
え
な
い
か
ら
し
て
、
確
か
に
日
本
人
の
作
つ

た
も
の
で
あ
ら
う
。
之
は
や
は
り
編
纂
物
と
は
い
へ
中
々
の
大
著
で
あ
る
。
今
は
明
ら
か
に
知
れ
て
居
る
分
が

二
十
卷
ば
か
り
殘
つ
て
居
る
。

　
支
那
に
は
歴
代
の
正
史
に
大
抵
藝
文
志
と
か
經
籍
志
と
か
其
時
代
の
書
籍
目
録
が
あ
つ
て
、
此
れ
に
依
て
或

る
時
代
に
ど
ん
な
書
物
が
有
つ
た
か
と
云
ふ
こ
と
を
知
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
あ
る
が
、
唐
代
の
書
物
を
知
る

に
は
先
づ
隋
書
經
籍
志
、
新
唐
書
藝
文
志
、
舊
唐
書
經
籍
志
に
依
る
外
は
無
い
。
所
が
唐
代
と
云
つ
て
も
中
々

長
い
間
で
あ
つ
て
、
隋
書
經
籍
志
と
新
唐
書
藝
文
志
と
の
間
に
は
、
大
分
永
い
年
數
が
た
つ
て
居
る
の
で
あ
る

が
、
丁
度
日
本
で
出
來
た
日
本
國
現
在
書
目
と
云
ふ
の
が
其
の
中
間
に
在
る
の
で
、
此
れ
に
依
て
隋
書
經
籍
志
、

新
舊
唐
書
藝
文
志
に
見
え
な
い
唐
代
の
書
籍
を
知
り
得
る
の
で
あ
る
。
此
書
目
の
由
來
は
、
弘
仁
の
頃
か
ら
あ

つ
た
冷
然
院
と
い
ふ
藏
書
の
處
が
燒
け
た
の
で
　
　
此
時
冷
然
の
然
の
字
が
火
に
從
ふ
の
で
燒
け
た
と
い
つ
て

冷
泉
院
と
い
ふ
水
に
從
ふ
字
に
改
め
た
　
　
其
の
後
復
た
書
籍
を
集
め
た
時
、
今
度
集
め
た
藏
書
目
録
を
作
つ

て
置
く
必
要
が
あ
る
と
云
ふ
の
で
作
つ
た
の
が
此
の
日
本
國
現
在
書
目
で
、
宇
多
天
皇
の
寛
平
頃
に
出
來
た
も

の
ら
し
い
。
此
書
目
は
支
那
の
目
録
學
家
に
も
大
に
珍
重
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
又
舊
の
冷
然
院
の
藏
書
中
今

日
に
至
る
ま
で
燒
け
ず
に
殘
つ
て
居
る
も
の
ゝ
中
に
、
文
館
詞
林
と
云
ふ
書
が
あ
る
。
此
の
書
は
唐
の
初
め
に

編
纂
さ
れ
、
一
千
卷
の
大
部
の
も
の
で
あ
つ
た
が
、
宋
の
初
め
頃
か
ら
既
に
失
せ
て
仕
舞
つ
た
。
今
か
ら
百
餘
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年
前
、
大
學
頭
林
述
齋
が
そ
の
中
四
卷
を
出
版
し
、
佚
存
叢
書
中
に
收
め
て
支
那
に
渡
し
、
支
那
の
學
者
を
驚

か
し
た
事
が
あ
る
。
殘
つ
て
居
る
分
が
全
部
三
十
卷
ば
か
り
で
、
高
野
山
に
あ
る
も
の
が
原
本
の
大
部
分
で
あ

る
。

　
最
後
に
漢
文
學
の
國
文
、
國
語
に
對
す
る
影
響
に
就
て
述
べ
よ
う
。
先
づ
日
記
類
で
い
ふ
と
、
元
來
日
記
は

漢
文
で
書
く
も
の
と
定
つ
て
居
つ
た
が
、
紀
貫
之
が
之
を
眞
似
て
か
ら
土
佐
日
記
等
の
國
文
日
記
が
現
れ
た
。

又
紀
貫
之
の
古
今
集
序
は
元
と
其
の
姪
淑
望
が
漢
文
で
書
い
た
の
を
貫
之
が
國
文
に
直
し
た
も
の
が
國
文
の
初

め
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。
斯
く
國
文
は
漢
文
の
趣
向
か
ら
發
達
し
て
來
た
も
の
で
あ
る
が
、
此
れ
等
は
何
人
も

知
つ
て
居
る
所
で
あ
る
か
ら
今
は
略
し
て
も
つ
と
外
の
事
を
述
べ
て
見
よ
う
。
又
國
語
に
關
す
る
こ
と
で
あ
る

が
、
日
本
の
五
十
音
は
梵
語
學
の
影
響
を
受
け
て
發
達
し
て
來
た
も
の
で
あ
つ
て
、
弘
法
大
師
よ
り
は
後
に
出

來
た
も
の
で
あ
る
。
吉
備
大
臣
の
作
つ
た
も
の
と
す
る
説
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
其
の
頃
、
日
本
で
梵
語
を
知
つ

て
居
る
筈
は
無
い
か
ら
其
の
説
は
誤
り
で
あ
る
。
一
體
支
那
の
音
韻
學
も
、
日
本
の
語
學
も
、
梵
語
學
か
ら
影

響
を
受
け
た
事
が
頗
る
大
で
あ
つ
て
、
支
那
で
は
字
母
の
事
が
唐
の
時
分
か
ら
大
分
や
か
ま
し
く
な
り
、
三
十

六
字
母
を
作
り
、
口
の
開
合
に
よ
つ
て
此
れ
を
四
十
一
に
分
つ
た
が
、
支
那
の
三
十
六
字
母
の
列
べ
方
も
、
日

本
の
五
十
音
の
排
列
の
仕
方
も
全
く
同
樣
で
あ
つ
て
、
共
に
梵
語
學
か
ら
影
響
を
受
け
た
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

此
の
支
那
の
三
十
六
字
母
は
韻
鏡
の
基
と
な
つ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
音
韻
學
は
勿
論
支
那
自
身
に
於
て
も
漸
次

に
發
達
し
て
來
て
は
居
つ
た
が
、
梵
語
學
が
入
つ
て
か
ら
、
初
め
て
明
確
に
な
つ
た
の
で
、
日
本
も
同
樣
で
あ

る
。
日
本
の
五
十
音
は
支
那
へ
行
つ
て
、
梵
語
な
り
、
梵
語
の
影
響
に
よ
つ
て
明
確
と
な
つ
た
支
那
音
を
研
究
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し
た
人
に
よ
つ
て
作
ら
れ
た
の
で
、
斯
樣
に
研
究
せ
ら
れ
て
、
非
常
に
明
確
に
な
つ
た
音
を
日
本
人
が
學
ん
だ

か
ら
、
日
本
の
音
も
次
第
に
明
確
に
な
つ
て
來
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
就
き
て
自
分
は
嘗
て
某
博
士
の
陸
奧
の

國
名
に
關
す
る
意
見
を
批
評
し
た
こ
と
が
あ
る
。
某
博
士
は
陸
奧
を
「
ム
ツ
」
と
訓
む
の
は
、
元
來
「
ミ
チ
ノ

オ
ク
」
と
い
は
れ
た
の
を
東
北
音
の
訛

り

で
、
「
ム
ツ
ノ
オ
ク
」
と
發
音
せ
ら
れ
、
更
に
「
ム
ツ
」
と
略
さ
れ

る
や
う
に
な
つ
た
と
の
意
見
で
あ
つ
た
の
に
對
し
、
自
分
は
東
北
人
の
み
な
ら
ず
、
古
代
に
於
て
は
近
畿
地
方

に
て
も
「
ム
ツ
ノ
オ
ク
」
と
發
音
し
た
の
で
あ
る
。
近
江
國
の
竹
生
島
は
今
「
チ
ク
ブ
シ
マ
」
と
發
音
す
る
が
、

延
喜
式
の
神
名
帳
に
よ
れ
ば
都
久
夫
須
麻













神
社
と
あ
る
。
又
信
州
に
千
曲
川
と
い
ふ
大
河
が
あ
つ
て
、
今
「
チ

ク
マ
」
川
と
呼
ぶ
が
、
古
へ
は
か
の
地
の
郡
名
を
筑
摩






郡
と
い
ふ
か
ら
、
チ

の
音
で
な
く
ツ

の
音
で
あ
る
、
筑

紫
を
ツ
ク
シ
と
讀
む
な
ど
も
思
ひ
合
は
す
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
る
所
古
代
は
イ

列
と
ウ

列
と
の
音
に
明
白
な
區

別
が
な
か
つ
た
の
で
、
魚



を
イ
ヲ
と
も
い
ひ
、
或
る
地
方
で
は
上
野





を
イ
ワ
ノ
と
發
音
す
る
な
ど
、
皆
其
の
例

で
、
イ

列
か
ら
ウ

列
に
訛
つ
た
の
で
も
な
く
、
ウ

列
か
ら
イ

列
に
訛
つ
た
の
で
も
な
い
。
こ
れ
は
イ

列
と
エ

列

と
で
も
同
樣
の
例
が
あ
る
の
で
、
上
宮
聖
徳
法
王
帝
説
に
等

已

彌

居

加

斯

支

移

比

彌

乃

彌

己

等

と
あ
る
の
を
見

れ
ば
、
彌
の
字
は
ミ

に
も
メ

に
も
な
る
の
で
、
其
の
區
別
が
判
然
し
な
か
つ
た
こ
と
が
分
る
。
今
日
關
東
以
北

の
人
が
、
活
用
言
の
ヒ
と
ヘ
と
を
よ
く
誤
り
、
石
を
エ
シ
と
發
音
す
る
な
ど
其
遺
習
で
あ
る
。
甚
し
き
は
有
り

と
い
ふ
活
用
言
の
リ
と
ル
と
が
通
常
前
者
が
終
止
言
で
、
後
者
が
連
體
言
と
な
つ
て
居
る
の
を
、
古
代
に
は
リ

を
連
體
言
と
し
た
例
が
、
吉
澤
博
士
の
研
究
せ
ら
れ
た
大
唐
玄
奘
三
藏
表
啓
の
中
に
「
恩
ヲ
冒
セ
リ
コ
ト
ニ
」

云
々
と
あ
る
の
で
知
ら
れ
る
。
舊
式
の
國
語
學
者
は
、
よ
く
五
音
相
通
と
い
ふ
こ
と
で
此
樣
の
問
題
を
解
決
し
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て
居
る
が
、
五
音
相
通
と
い
へ
ば
、
五
音
が
各
々
獨
立
し
て
成
立
つ
て
居
り
な
が
ら
、
相
通
ず
る
變
則
が
あ
る

や
う
に
聞
え
、
所
謂
訛

り
と
い
ふ
原
則
を
插
む
餘
地
が
あ
る
が
、
自
分
は
寧
ろ
古
音
に
五
音
の
區
別
が
明
確
で

な
か
つ
た
爲
で
あ
る
と
解
釋
し
た
い
。
支
那
の
音
韻
學
に
重
要
な
る
新
研
究
を
成
し
た
顧
炎
武
は
、
や
は
り
か

や
う
な
場
合
に
一
種
の
原
則
を
立
て
ゝ
、
古
人
韻
緩
、
不
煩
改
字
、
と
稱
し
て
居
る
。
こ
れ
は
元
來
唐
初
の
陸

徳
明
の
説
に
本
づ
き
、
宋
の
呉
才
老
な
ど
の
叶
音
説
、
即
ち
日
本
で
い
へ
ば
、
五
音
相
通
説
か
ら
脱
却
し
て
、

古
音
が
不
明
確
で
あ
る
こ
と
を
發
明
し
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
不
明
確
な
古
音
が
、
だ
ん
／
″
＼
明
確
に

な
つ
た
の
は
、
五
十
音
圖
の
如
き
者
が
出
來
た
爲
で
あ
つ
て
、
近
畿
其
他
の
地
方
は
其
整
理
さ
れ
た
五
音
に
よ

つ
て
精
確
に
發
音
す
る
や
う
に
な
つ
た
が
、
東
北
地
方
な
ど
は
依
然
と
し
て
古
音
を
保
存
し
て
居
つ
た
の
で
あ

る
。
そ
れ
故
奧
州
音
は
取
り
も
直
さ
ず
、
今
以
て
近
畿
地
方
人
が
古
代
に
發
し
た
音
を
そ
の
ま
ゝ
發
し
て
居
る

者
と
思
へ
ば
間
違
ひ
な
い
の
で
あ
る
。
處
で
此
の
五
十
音
は
果
し
て
梵
語
學
か
ら
直
接
に
國
語
を
整
理
す
る
爲

に
作
ら
れ
た
か
、
或
は
其
間
に
支
那
の
音
韻
學
の
仲
介
を
經
て
影
響
を
來
し
た
か
と
い
ふ
に
、
そ
れ
は
後
者
の

方
が
事
實
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
日
本
で
古
代
梵
語
學
の
大
家
た
る
安
然
の
悉
曇
藏
な
ど
で
も
、
い
づ
れ
も

梵
語
學
の
説
明
と
し
て
支
那
の
反
切
即
ち
九
弄
音
紐
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
を
借
用
し
て
居
る
。
反
音
鈔
な
ど
い

ふ
書
に
は
此
の
關
係
を
十
分
に
あ
ら
は
し
て
居
る
。
多
分
唐
代
に
留
學
し
た
日
本
僧
が
、
彼
邦
で
梵
語
學
に
よ

つ
て
支
那
の
反
切
を
整
理
し
、
三
十
六
字
母
、
開
口
、
合
口
等
の
や
り
方
、
即
ち
後
の
韻
鏡
學
の
基
礎
が
定
め

ら
れ
た
状
態
を
呑
み
込
ん
で
來
て
、
其
法
を
日
本
語
學
に
適
用
し
た
の
で
あ
ら
う
。
し
て
見
れ
ば
正
確
な
國
語

學
の
基
礎
た
る
五
十
音
は
や
は
り
漢
文
學
の
影
響
に
因
て
出
來
た
も
の
と
言
つ
て
差
支
な
い
と
思
ふ
。
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